
広島市立広島工業高等学校 R9年度から新学科編制

学科構成と専門性の深化 目指す生徒像 ３年間の学びの軸となる探究的な学び

柔軟な学び、企業や地域等との連携 進路実現・キャリア形成

全科横断選択科目
選択コースの科目で専門性を深めることも、他コース
の選択科目で多角的な視点を育成することも可能。

産学連携リレー講座
広島の地域産業をリードしてきた実務者からものづく
りに注ぐ情熱を伺い、職業人としての自負心を培う。

SHIKOモノづくりスペース
生徒が協働してものづくりに取り組む機会や、地域、
企業、大学等と連携したものづくりを行う。

合同課題研究
他コースの生徒と協働し、課題に対して、これまで習
得した知識や技術を活用し解決する。(発表会を実施)

社会の変容に応じ、
幅広い知識や高度な
技術を身に付け地域
産業をリードできる

生徒

夢中を
現実へ

合同課題研究 (3年)
３年間で身につけた知識・技術を駆使して、新たな
価値を創造し、課題解決能力や主体性を身につける。

総合的な探究の時間 (2年)
３年次の課題研究に向け、研究の基本的なプロセスや、
思考の整理方法などを学ぶ。

総合的な探究の時間 (1年)
工場見学や産学連携リレー講座を通じ、地域産業の実態
を知り、職業人としての基盤形成を目指す。

1・2年次の「総合的な探究の時間」から3年次の「課題研究
」への接続を意識した縦断的な学びを展開する。年次が上がる
につれて専門性を深めるとともに、他コースの生徒と協働する
協働研究テーマ等にも取り組む。異なる専門分野の視点を融合
させ、社会に貢献する新たな価値を創造できる実践力を、3年
間かけて段階的に養う。

充実した進路指導
工場見学やインターンシップにより、１年次から職業
観の育成を目指す。

安心の相談体制
担任に加え、各コースにチューターや進路指導担当者
を配置し、相談体制を充実させる。

進学も可能
全科横断選択科目には国語・数学などの共通教科も設
け、希望する進路に幅広く対応する。

１年次に幅広い基礎技術を習得することにより、分野横断的な能力を育
成するとともに、生徒自身の興味・関心に基づいた適切な進路選択を可能
にする。
２年次以降は、１年次の学びを土台として、高度な専門知識・技術の習

得を目指す。また、専門的な実習や課題研究を通して、社会課題に対応す
るための応用力や創造力を育成する。１年次に学んだ他分野の知識や、他
コースの生徒との連携を通じて、「専門分野の異なる他者と協働する力」
をより実践的な形で身につける。

SHIKOスタンダード
主体的に行動し、礼儀やマナーを大切にし、他者を思
いやる気持ちを大切にできる生徒の育成を目指す。

学校教育目標
個人の尊厳を重んじ、豊かな人格の完成をめざすとともに、素養に富んだ工業技術者として、平和と文化の創造に寄与する人物を育成する。
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各専門分野の視点を踏
まえ、多角的に産業の
発展・環境について
考えることができる

生徒

自らの力を信じ、
ものづくりにおける
チャレンジを繰り返
し行うことのできる

生徒

自動車探究科

ものづくり探究科

情報デザイン探究科

情報工学コース（情報工学科）

自動車コース（自動車科）

機械コース（機械科）

電気コース（電気科）

建築コース（建築科）

デザイン工学コース（デザイン工学科）

１年次 ２・３年次

（２クラス・８０名）

（１クラス・４０名）

（３クラス・１２０名）
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SHIKO版 クロス・カリキュラム

課題解決へのアプローチ

総合的な探究の
時間

課題研究

縦断的な学び

総合的な探究の時間と課
題研究を軸として、年次
が進むごとにより高度で
専門的な知識、技術を身
につける。
※学科の枠組みを超えて
生徒が協働してものづく
りに取り組むことができ
るよう、 SHIKOモノづく
りスペースの整備につい
て検討する。
※生徒が粘り強く課題に
向き合う場として、工業
系クラブの体制を整える。

課題起点型 技術起点型

アプローチのグラデーション
市工では「未来の工業技術者」としてどちらのアプローチの方法も学ぶ。課題起点型のアプローチでは、発見した課題に

対して、「考案・試作・具現化・改善」のプロ
セスを繰り返しながら、新しい価値を創造して
いく。

技術起点型のアプローチでは、共通の
土台となる基礎知識・技術を固め、そ
れらを実践的に応用し、課題を解決し
ていく。特に、情報デザイン探究科では課題起点型、

自動車探究科、ものづくり探究科では技術起点型
のアプローチを主に学ぶ。

情報デザイン探究科
基礎的なプログラミングについて学習し、創造的なもの

づくりに必要な知識や技術を習得する。

自動車探究科
自動車の構造・組立て・金属
加工などを学習し、自動車の
製造等に関する知識や技術を

習得する。

ものづくり探究科
機械、電気、建築、設備、環境の５つの専門分野を横断的に学習し、ものづくりの基盤と

なる知識や技術を多角的な視点から習得する。

１年次

デザイン工学コース

〈特色ある科目〉
デザイン工学
空間創造技術

〈実習内容〉
３Dモデリング
クレイモデル

〈取得を目指す資格〉
ＪＩＤＡデザイン検定
CAD利用技術者試験

〈主な進路〉
開発、設計部門
大学デザイン工学系学科

情報工学コース

〈特色ある科目〉
電子回路、通信技術
コンピュータシステム技術

〈実習内容〉
Pythonプログラミング
アプリケーション開発

〈取得を目指す資格〉
ITパスポート
基本情報技術者

〈主な進路〉
情報通信企業
大学情報工学系学科

自動車コース

〈特色ある科目〉
自動車工学
自動車整備

〈実習内容〉
エンジン分解・組立て
自動車のコンピュータ制御

〈取得を目指す資格〉
内燃機関組立て技能士
三級自動車整備士

〈主な進路〉
自動車メーカー、ディーラー
建設機械メーカー
大学機械系学科

機械コース

〈特色ある科目〉
機械工作、機械設計
原動機

〈実習内容〉
旋盤、溶接、鋳造
５軸加工機、MC加工機

〈取得を目指す資格〉
機械加工技能士
JIS溶接技能者

〈主な進路〉
鉄鋼・重工業
製造業
大学機械系学科

電気コース

〈特色ある科目〉
電気回路、電気機器
電力技術、電子技術

〈実習内容〉
電気工事、電気計測
シーケンス・自動制御

〈取得を目指す資格〉
電気工事士
電気主任技術者

〈主な進路〉
電力会社
建設業
大学電気系学科

建築コース

〈特色ある科目〉
建築構造、建築計画
建築施工

〈実習内容〉
製図、測量
木材加工

〈取得を目指す資格〉
建築大工技能士
建築施工管理技士補

〈主な進路〉
建設会社、設計事務所
工務店、住宅メーカー
大学建築系学科

２・３年次

産学連携リレー講座や全科横断選択科目、選択実習、合同課題研究などの取り組みにより、
幅広い知識や技術を土台とする工業技術者を目指す。
また、他コースの生徒との連携を通じて、協働的で実践的な課題解決力を身につける。

横断的な学び

別紙２


